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学校番号 2004 

令和５年度 公民科 

 

教科 地歴・公民 科目 公共 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 東京書籍「公共」(公共 701) 

副教材等 2023 ズームアップ公共資料 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この科目では現代社会をとらえる視点や枠組み，基本的な概念の理解を図り、一斉授業，グループ

学習，発表などの学習活動を行い，ものごとを多面的・多角的に考察し，公正に判断する力を養い

ます。また、ICTを活用しながら資料から適切な情報を収集し活用して，課題を追究する活動，レ

ポートにまとめたり発表したりする活動などを行い，課題追究の方法も身に付けます。そこで重要

なことは、日頃からメディアで報道される時事的な課題に関心を持ち，調べたり論点を見いだした

りすることです。主体的な態度で学習に取り組み、変化の激しい国際社会を生き抜くちからを養い

ましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手がかりとなる概念を学び、倫理的主体

などとして活動するために諸資料から必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能をみ

につけます。 

（２）現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手がかりとなる考え方を活用して、多面的・

多角的に考察し公正に判断する力や、社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養

います。 

（３）よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うととも

に、変化の激しい現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権をにな

う公民として平和と繁栄を図ることや、各国・各国民が協力し合うことの大切さについての自覚と

教養を深めます。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代の諸課題を捉え考察

し、選択・判断するための

手がかりとなる概念や理論

についての知識が定着して

いるとともに、諸資料から

必要となる情報を適切かつ

効果的に調べまとめる技能

を身につけている。 

現実社会の諸課題の解決に向

けて、選択・判断の手がかり

となる考え方や公共的な空間

における基本的原理を活用し

て思考し、事実や理論を基に

ものごとを多面的・多角的に

考察し公正に判断したり、合

意形成や社会参画を視野に入

れながら構想したことを議論

したり表現したりしている。 

よりよい社会の実現を視野

に，公共的な空間に生き国民

主権を担う公民として、現代

の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。    

知識及び技能を獲得したり、

思考力、判断力、表現力等を

身に付けたりすることに向け

た粘り強い取り組みを行おう

としている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

「公
共
」の
と
び
ら 

１ 青年期と自己形成の課題 

２ 自己形成と社会への参画 

３ 個人として尊重される人間 

４ 社会的な存在としての人

間 

５ 伝統・文化のなかの人間 

６ 功利主義と幸福の原理 

７ 義務論と公正の原理 

８ 公共的な空間における協

働とは 

９ 民主主義とは 

10立憲主義とは 

11人権保障の意義と展開 

a: 青年期の特徴と自己形成の課

題、個人、社会、伝統・文化の

三つの視点から捉えた人間の

あり方について理解している。 

教科書記載の資料及びその他

の資料から、必要な情報を効果

的に収集して整理し、自身の考

え方を深化している。 

b: 青年期の特徴と自己形成の課

題、個人、社会、伝統・文化の

三つの視点から捉えた人間の

あり方について多面的・多角的

に考察している。 

理解したこと、考察したことな

どを ICT などの手段で活用し

適切な方法で表現している。 

c: 青年期の特徴と自己形成の課

題、個人、社会、伝統・文化の

三つの視点から捉えた人間の

あり方について、自分自身の課

題としても捉え、主体的に追究

しようとしている。 

 

定期考査 定期考査 

 

ワークシート 

 

 

ワークシート 
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自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
す
る
私
た
ち 

１ 私たちの民主政治 

２ 地方自治のしくみと役割 

３ 国会のしくみと役割 

４ 内閣のしくみと役割 

５ 政治参加と選挙 

６ 政党と利益集団 

７ メディアと世論 

a: 政治と民主主義、地方自治及

び国会、内閣のしくみと役割、

政治参加と選挙、政党と利益集

団、メディアと世論について、

民主政治の実現の観点から理

解するとともに知識の定着し

ている。 

b: 政治と民主主義、地方自治

及び国会、内閣のしくみと役

割、政治参加と選挙、政党と利

益集団、メディアと世論、政治

のしくみや運用にかかわる課

題について、民主政治の実現の

観点から多面的・多角的に考察

し，判断している。理解したこ

と、考察したことなどを ICT

などの手段で活用し適切な方

法で表現している。 

c: 政治と民主主義、地方自治及

び国会、内閣のしくみと役割，

政治参加と選挙、政党と利益集

団、メディアと世論、政治のし

くみや運用にかかわる課題に

ついて、民主政治の実現の観点

から自分自身とのつながりを

考え、主体的に追究しようとし

ている。 

 

定期考査 定期考査 

ワークシート 

提出ノート 

 

ワークシート 

提出ノート 
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２
学
期 

法
の
働
き
と
私
た
ち 

１ 法と社会規範の役割 

２ 法の成立と適用 

３ 市民生活と法 

４ 多様な契約 

５ 消費者の権利と責任 

６ 司法のしくみと役割 

７ 刑事司法と司法参加の意

義 

a: 法や規範の意義と役割、法の

成立と適用、市民生活における

法と契約、消費者の権利と責

任、司法のしくみと司法参加の

意義などについて、理解すると

ともに知識の定着している。 

b: 法や規範の意義と役割、法

の成立と適用、市民生活におけ

る法と契約、消費者の権利と責

任、司法のしくみと司法参加の

意義などについて、多面的・多

角的に考察し、判断している。

理解したこと、考察したことな

どを ICT などの手段で活用し

適切な方法で表現している。 

c: 法や規範の意義と役割、法の

成立と適用、市民生活における

法と契約、消費者の権利と責

任、司法のしくみと司法参加の

意義などについて、主体的に追

究しようとしている。 

 

小テスト 

 

定期考査 

 

 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

 

 

 

ワークシート 

レポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

経
済
社
会
で
生
き
る
私
た
ち 

１ 私たちと経済 

２ 市場経済のしくみ 

３ 国民所得と経済成長 

４ 金融のしくみと働き 

５ 中央銀行の役割と金融環

境の変化 

６ 財政の働き 

７ 財政の課題 

８ 社会保障の考え方 

９ 社会保障の課題とこれから 

 

a: 経済活動の意義、経済循環、

市場経済のしくみと政府の役

割、国民所得と経済成長、金融

のしくみと働き、中央銀行の役

割と金融環境の変化、財政の働

きと課題、社会保障の考え方と

課題について理解し、必要な情

報を効果的に収集して整理し、

自身の考え方を深化している。 

b: 経済活動の意義、経済循

環，市場経済のしくみと政府の

役割、国民所得と経済成長、金

融のしくみと働き、中央銀行の

役割と金融環境の変化、財政の

働きと課題、社会保障の考え方

と課題について、多面的・多角

的に考察し、判断している。理

解したこと、考察したことなど

を ICT などの手段で活用し適

切な方法で表現している。 

c: 経済活動の意義、経済循環、

市場経済のしくみと政府の役

割、国民所得と経済成長、金融

のしくみと働き、中央銀行の役

割と金融環境の変化、財政の働

きと課題、社会保障の考え方と

課題について、主体的に追究し

ようとしている。 

 

小テスト 

 

定期考査 

 

 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

 

 

 

ワークシート 

レポート 

 

発表 
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３
学
期 

私
た
ち
の
職
業
生
活 

１ 働くということ 

２ 多様な職業選択 

３ 労働者の権利 

４ 現代の雇用・労働問題 

a: 働くことの意義、産業社会の

発達と職業の変化、労働市場の

役割、職業選択のポイント、多

様化するキャリアの選択とキ

ャリア形成の課題、資本主義社

会における労働契約、労働者の

権利と労働三法、雇用環境の変

化と現代の労働問題などにつ

いて理解し、必要な情報を効果

的に収集して整理し、自身の考

え方を深化している。 

b: 働くことの意義、産業社会

の発達と職業の変化、労働市場

の役割、職業選択のポイント、

多様化するキャリアの選択と

キャリア形成の課題、資本主義

社会における労働契約、労働者

の権利と労働三法、雇用環境の

変化と現代の労働問題などに

ついて、多面的・多角的に考察

し、判断している。理解したこ

と、考察したことなどを ICT

などの手段で活用し適切な方

法で表現している。 

c: 働くことの意義、産業社会の

発達と職業の変化、労働市場

の役割、職業選択のポイン

ト、多様化するキャリアの選

択とキャリア形成の課題、資

本主義社会における労働契

約、労働者の権利と労働三

法、雇用環境の変化と現代の

労働問題などについて、主体

的に追究しようとしている。 

 

 

小テスト 

 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

ワークシート 

 

 

 

 

ワークシート 
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国
際
社
会
の
な
か
で
生
き
る
私
た
ち 

１ 国際社会の成り立ち 

２ 国際連合の役割 

３ 日本の平和主義と冷戦 

４ 冷戦後の世界と日本 

５ 現代の紛争とその影響 

６ 平和な国際社会に向けて 

７ 貿易のしくみ 

８ 国際金融のしくみと動向 

９ グローバル化と今日の国

際経済 

10 国際経済の諸課題 

a: 国際社会の成り立ち、国際連

合の役割、日本の平和主義と冷

戦、冷戦後の日本、現代の紛争

とその影響、国際平和に向けた

課題、貿易のしくみ、国際金融

のしくみと動向、グローバル化

と国際経済、国際経済の諸課題

について理解し、必要な情報を

効果的に収集して整理し、自身

の考え方を深化している。 

b: 国際社会の成り立ち、国際連

合の役割、日本の平和主義と冷

戦、冷戦後の日本、現代の紛争

とその影響、国際平和に向けた

課題、貿易のしくみ、国際金融

のしくみと動向、グローバル化

と国際経済、国際経済の諸課題

について、多面的・多角的に考

察し、判断している。 

理解したこと、考察したことな

どを ICT などの手段で活用し

適切な方法で表現している。 

c: 国際社会の成り立ち、国際連

合の役割、日本の平和主義と冷

戦、冷戦後の日本、現代の紛争

とその影響、国際平和に向けた

課題、貿易のしくみ、国際金融

のしくみと動向、グローバル化

と国際経済、国際経済の諸課題

について、主体的に追究しよう

としている。 

 

定期考査 定期考査 

ワークシート 

提出ノート 

 

ワークシート 

提出ノート 
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持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
参
画
す
る
た
め
に 

１ 探究のイメージをつかもう 

２ 探究プロセス 

a: 課題解決に必要な事項を理解

している。また、第１部・第２

部で学習した知識と関連付け

ている。 

b: 課題解決に向けて必要な資

料や情報を収集し、分析したり

考察したり判断したりしてい

る。理解したこと、考察したこ

となどを ICT などの手段で活

用し適切な方法で表現してい

る。 

c: 探究のための学習計画を踏ま

えて、探究活動の進行を自ら振

り返り調整しながら、解決に向

けて主体的に取り組もうとし

ている。  

レポート 

 

ワークシート 

レポート 

 

発表 

レポート 

 

発表 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


